
















































































































































方言 分類    系列 近称 遠称 二人称＋近称 一人称＋近称
小野津
指示代名詞 huri ari daa (hu) ri waahuri
指示連体詞 hun (u) an (u) daa (hu) n (u) waahun (u)
場所指示代名詞 huma ama daa (hu) ma waahuma
志戸桶
指示代名詞 uri ari daauri waauri
指示連体詞6 un an daaun waaun




























外のものでは、一語ではなく句として分析できる（例 waa ari「私のあれ」、daa ari「お前
のあれ」、waa an shashin「私のあの写真」、daa an shashin「お前のあの写真」、waa assan p'en「俺
のそんなペン」など）。
　指示詞と語根を共有する語形10としては、指示代名詞複数（近称hu (ri) nnaa/u (ri) nnaa「こ
の人たち、その人たち（lit. これたち、それたち）」、遠称 a (ri) nnaa「あの人たち（lit. あれ
表４　小野津方言の様態指示詞
方言 分類      系列 近称 遠近称 二人称＋遠近称
小野津
様態指示副詞 hasshi asshi daa (a) sshi
様態指示連体詞 hassan (u) assan (u) daa (a) ssan (u)
志戸桶
様態指示副詞 － asshi －
様態指示連体詞 － assun －
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たち）」）、場所曖昧（近称 humandee ～ hundee/umandee ～ undee「この辺り、その辺り」、
遠称 amandee ～ andee「あの辺り」、一人称＋近称 waahumandee ～ waahundee/waaumandee 
～ waaundee「この辺り」、二人称＋近称 daahumandee ～ daahundee /daaumandee ～ daaundee「そ
の辺り」）、数量（近称 hunsa/unsa「これくらい、これだけ、それくらい、それだけ」、遠

















uri）を用いることができる13（例５, ６参照）。指示連体詞（小野津 hun (u)、志戸桶 un）を
含む名詞句が人を指示する場合も同様である（例７, ８参照）。
(1）〈小野津・話近独・モノ／モノ連体〉
　　{ hure=e　/　 hun　hasa=a　}　 taa-su=ka=yaa?
　　  これ＝TOP　 この　傘＝TOP　　誰.SG-NMLZ=Q=SFP
　　「｛これは／この傘は｝　誰のかな？」【傘を手に持って】
(2）〈志戸桶・話近独・モノ／モノ連体〉
　　{ ure=e　/　   un　  hasa=a　}　 taa　　　　mun=ka?
　　  これ＝TOP　この　傘＝TOP　　 誰.SG.GEN　FN=Q
　　「｛これは／この傘は｝誰のかな？」【傘を手に持って】
(3）〈小野津・話近聞近・場所〉　　　　　　(4）〈志戸桶・話近聞近・場所〉
　　huma=ji　　 maga-roo.　　　　　　　　　　  uma=ji　　  maga-roo.
　　ここ＝LOC　曲がる-HOR　　　　　　　　　　  ここ＝LOC　曲がる-HOR































　　{ are=e　   /　an　   k'wa=a　}　taa　　　　 kkwa=ka?
　　  あれ＝TOP　あの　子＝TOP　　 誰.SG.GEN　子＝Q
　　「｛あれは／あの子は｝誰の子か？」
(12）〈志戸桶・話遠聞遠・ヒト／ヒト連体〉
　　{ are=e　   /　an　   k'wa=a　}　taa　　　　 yaa=nu　  kkwa=ka?



















　　  それ＝TOP　　その　　傘＝TOP　  2.SG.GEN　FN=YNQ
　　「｛それは／それは｝お前のか？」
(17）〈小野津・話遠聞近・場所〉　　　　　(18) 〈志戸桶・話遠聞近・場所〉


















　　{ huri=ŋa　 /　waahuri=ŋa　}　daa　　　  hasa=doo.
　　  これ＝NOM　これ=NOM　　　 2.SG.GEN　傘＝SFP
　　「これがお前の傘だよ。」
(22）〈志戸桶・話近聞遠・モノ〉





　　  この　　 この　　 　　傘=NOM　2.SG-NMLZ=SFP
　　「この傘がお前のだよ。」
(24）〈志戸桶・話近聞遠・連体〉
　　{ un　/　waaun　}　hasa=ŋa　 daa　　　  mun　ja=ŋa.
　　  この　   この　　　   傘=NOM　2.SG.GEN　FN　   COP.NPST=SFP
　　「この傘がお前のだよ。」
(25）〈小野津・話近聞遠・場所〉　　　　　(26）〈志戸桶・話近聞遠・場所〉
　　{ huma=kai　/waahuma=kai} kuu.　　　　　{ uma=ŋari　/  waauma=ŋari} kuu.
　　  ここ＝ALL　ここ＝ALL　　来る.IMP　　　　  ここ＝LMT　ここ＝LMT　 来る.IMP
　　「こっちへ来い。」　　　　　　　　　　　　「ここまで来い。」 
(27）〈小野津・話近聞遠・ヒト／ヒト連体〉（例５, ７参照）




　　daa　  uc-cha-so=o　　　 { *waauri=ŋa=na?　/　*waaun　boo=ŋa=na?　}





































　　昔＝TOP　  そんな　  　　　そんな　　そんな　　　踊り　する-HAB-PST-NMLZ=YNQ
　　「昔はそんな踊りをしていたのか？」【聞き手が踊る様子を見て】
(35）〈小野津・話近聞近～話遠聞近・様態副〉
　　mukase=e { asshi　/  ?hasshi  /  ?~#daa(a)sshi　}　udu-yu-ta-su=na?






















対象 話近 話遠聞近 話遠聞遠／話遠独
代名詞／連体詞
ヒト 近称 近称 遠称
モノ 近称・一人称＋近称 二人称＋近称 遠称
場所代名詞 場所 近称・一人称＋近称 二人称＋近称 遠称
表 6 　様態指示詞の用法の概略（小野津方言）




















　　wannaa　　　　  huma=a　   ippai　   atsu-san=mun
　　1.EXCL.PL.GEN　ここ＝TOP　とても　暑い-ADJZ.NPST=ADVRS















　　hun　 iyo=o　  { huma=ŋa　/　*waahuma=ŋa　}　uma-san=doo.








1: fi rst person; 一人称, 2: second person; 二人称, ADJZ: adjectivizer; 形容詞化, ADN: adnominal; 
連体, ADVRS: adversative; 逆接, ALL: allative; 方向格, COND: conditional; 条件, COP: copula; 
コ ピ ュ ラ, EXCL: exclusive; 除 外, FN: formal noun; 形 式 名 詞, GEN: genitive; 属 格, HAB: 
habitual; 習慣, HOR: hortative; 勧誘, IMP: imperative; 命令, lit.: literally; 逐語的, LMT: limitative; 
限 界 格, LOC: locative; 場 所 格, NEG: negative; 否 定, NMLZ: nominalizer; 名 詞 化, NOM: 
nominative; 主格, NPST: nonpast; 非過去, PL: plural; 複数, PST: past; 過去, Q: question; 疑問, 
SFP: sentence fi nal particle; 文末助詞, SG: singular; 単数, TOP: topic; 主題, WHQ: wh-question; 疑

































6 志戸桶方言では、指示連体詞として語尾に nï ï を持つ近称 unnï ï 、遠称 annï ï 、二人称＋近
称 daaunnï ï 、一人称＋近称 waaunnï ï という形式も見られた。同様の語形は岩倉（1941: 












akira=tu waa (shashin)「アキラと私の（写真）」、akira=tu daa (shashin)「アキラとお前の（写
真）」のように名詞と等位接続できることから、連体詞ではなく名詞の属格形として扱
う。











岩倉（1941: 20, 59, 228）にはアンサ「あれ丈」、ウンサ「それ丈」、フ
△
ンサ「これ丈」
が記録されている。
12 聞き手が手に持っているなど、聞き手により近い対象で、話し手からも近い場合は、
近称形と、二人称＋遠称形のどちらも用いることができる。
13 物や場所を指示する場合は、話し手から遠く聞き手に近い対象には近称形は用いられ
ず、後述する二人称＋近称形が用いられる。
14 *は文脈に関わらず用いられない文であること、#は当該文脈での容認度が低い文であ
ること、？は当該文脈で許容されるが他の形式を用いる方が自然であることを表す。
それぞれ問題となる形式の左肩につけて示す。
15 話し手から遠く聞き手に近い人の様態の指示については、（特に副詞で）適当な文脈を
設定するのが難しく、未調査である。指示詞の二人称＋近称形が人を指せないのと並
行的に、（聞き手以外の）人の様態の指示に二人称＋遠近称形が使えない可能性もある。
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